









Cultral Views of Self and the Smile: 












人従業員が提示する笑顔の種類(非 Duchenne-smile と Duchenne-smile の 2 種)ともてなされる観光客
の国籍(日本人・北米人・インドネシア人の 3 ヶ国)の 2 要因分散分析の結果，観光客の国籍において主
効果がみられ，笑顔の口の開閉による印象差にも国籍差がみられることを述べている。さらに，北村 













ス・エンカウンターというが (乾, 1999 ; Normann, 1984) ，この場でサービス業に従事している従業
員が笑顔を提示することは社会的に重要で，企業にとって長期的な利益を生む (Rafaeli & Sutton, 
1987) 。Tsai ( 2001) によると，従業員が笑顔を含むポジティブ感情の表出を増加させると，顧客が抱
くそのサービスへの親和性が増加し，店舗利用のリピート性に有効である。加えて，提示する笑顔の種
類も，真の笑顔(Duchenne-smile)と偽の笑顔(非 Duchenne-smile)や，その口の開閉によっても印象が
違う (Barger & Grandey, 2006) 。 




















2015 年 5 月から 6 月にかけて，関西国際空港・心斎橋にあるツーリスト・インフォメーションセン
ター・京都の観光地および東京都内の 2 か所のモスクにて，観光客を対象に実施した。日本人 112 名(男
54 名，女 58 名，平均年齢 29.9 歳，SD＝9.98)，北米人 85 名(男 37 名，女 48 名，平均年齢 45.07 歳，
SD＝15.80)，インドネシア人 75 名(男 44 名，女 31 名，平均年齢 35.21 歳，SD＝12.65)，計 272 名の
観光客を対象とし，個別配布・個別回収形式，無記名で，質問紙による準実験法で行われた。尚，本研
究は，北村 (2016a) と同じ調査から得られたデータの一部を使用している。 
 
刺激物 
ホテル勤務経験者 (女 )の笑顔写真を用意。笑顔の種類として Duchenne-smile および非




文化的自己観尺度 (Leung & Kim, 1997) のうち，表 1 に示す，田崎 (2007) により妥当性が示唆さ
れた 6 項目を使用した。その他に，Riggio (1986) の非言語感受性尺度を 15 項目。操作確認として，刺
激物の基本的表情 (Ekman et al., 1971) への認識と，場面設定への認識を 2 項目。刺激物の真偽性認
識の為，Grandey, Fisk, Mattila, Jansen, & Sideman (2005) を参考に 4 項目，刺激物への親しみやす
さ測定の為，林 (1976) の形容詞対と Tsai (2002) を参考に 4 項目を案出。刺激物による接客への満足
度測定の為，Grandey et al. (2005) を参考に 3 項目を案出。刺激物 1 つに対し 13 項目を設定し，5 件





表 1 文化的自己観尺度 (田崎, 2007) 

































I enjoy being unique and different from others. 
I act as a unique person, separate from others. 









The security of being an accepted member of a group is very important for me. 
I try to meet demands of my group, even if it means controlling my own desires. 











表 2 信頼係数，記述統計と標準偏差 
 日本 北米 インドネシア 
非 Duchenne-smile の口閉じ表情印象 
（α＝.92） 
3.155(0.721) 3.512(0.782) 2.825(0.766) 
Duchenne-smile の口閉じ表情印象 
（α＝.93） 
3.209(0.754) 3.256(0.661) 2.926(0.892) 
非 Duchenne-smile の口開け表情印象 
（α＝.92） 
2.923(0.834) 3.536(0.694) 3.266(0.843) 
Duchenne-smile の口開け表情印象 
（α＝.88） 
3.721(0.658) 3.923(0.719) 3.806(0.875) 
非言語感受性 
（α＝.83） 
2.694(0.643) 3.608(0.557) 3.453(0.683) 
独立的自己観 
（α=.73） 
3.330(0.806) 3.876(0.856) 3.569(1.006) 
相互依存的自己観 
（α=.57） 





 また，刺激物への印象を尋ねた 11 項目について，最尤法・プロマックス回転による探索的因子分析
の結果，1 因子構造であることがわかり，因子負荷量が 0.40 以下だった 1 項目を除いた 10 項目を使用
し，「表情印象」と因子名を名付けた。 
非言語感受性については，同じく最尤法・プロマックス回転による探索的因子分析の結果，15 項目は
1 因子構造であり，因子負荷量が 0.40 以下の 6 項目を削除し，残った 9 項目をそのままの因子名「非言
語感受性」とした。いずれの尺度も，高い内的整合性が確認された。 
次に，Duchenne-smile に対する印象に関し、国籍 (日本人・インドネシア人 vs 北米人) ，性別，独
立的自己観，相互依存的自己観，非言語感受性，口開け－口閉じ表情の印象差の相関係数を表 3 に示す。 
 
表 3 相関係数 
 1 2 3 4 5 
1. 国籍 
（日本人・インドネシア人 vs 北米人） 
     
2. 性別 .134     
3. 独立的自己観 .223*** .040    
4. 相互依存的自己観 -.231*** -.029 .195***   
5. 非言語感受性 .292*** .103 .390*** .201***  









る国籍の差異に基づくダミー変数については有意差が見られ (β＝ .219, p< .05 )，相互依存的自己観に




表 4 Duchenne-smile の印象を従属変数とした 
重回帰分析の結果 
（独立変数）  
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